
 

 

 

 

千葉市消防局では、海難救助を行う際の連携を高めるとともに救助技術の向上を図るた

め、消防と海上保安庁による合同訓練を実施しますので、お知らせします。  

 

１ 日時 

令和４年１１月２１日（月）８：３０～１２：００ 

※延期日 令和４年１１月２５日（金）８：３０～１２：００ 

 

２ 訓練会場 

千葉市消防局中央消防署臨港出張所桟橋脇海域（中央区中央港１－５－１） 

 

３ 主催 

  千葉市消防局 

 

４ 目的 

  消防は災害が発生した場合、初期対応者（ファーストレスポンダー）として、いち早く

現場へ駆け付けることが多く、それは千葉市沿岸における海難事故にあっても同様です。 

  このようなことを踏まえ、千葉市消防局では海難事故に関する高度な知識・技術を有す

る海上保安庁との合同訓練を実施し、両機関の連携および救助対応能力の向上を図るもの

です。 

  なお、海上保安庁との合同訓練は、令和３年から実施しており、今年で２回目となります。 

 

５ 訓練内容 

千葉市消防局消防救助隊員、海上保安庁特殊救難隊員による合同潜水捜索訓練 

 

６ 参加機関 

（１）千葉市消防局（２９名） 

ア 中央消防署特別救助隊    １５人 

イ 美浜消防署特別救助隊    １４人 

（２）海上保安庁（８名） 

ア 羽田特殊救難基地特殊救難隊  ６人 

イ 千葉海上保安部        ２人 

 

７ 取材について 

取材を希望される場合は、１１月１８日（金）１７：００までに中央消防署（２０２－ 

１６１６）へ電話連絡のうえ、当日、８：３０までに訓練会場にお越しください。 

また、電話連絡の際、来場者数および駐車場利用の有無（車種および台数）について、

お申し出ください。 

 

８ その他 

当日の気象状況、災害発生状況、新型コロナウイルスの感染状況によっては、急遽、訓 

練を延期、または中止となる場合がありますので、ご了承ください。 

 

 令和４年１１月１６日 
消防局中央消防署 
消防第二課  
電話 ２０２－１６１６ 

   

 

千葉市消防局と海上保安庁との合同水難救助訓練を実施します 

～ファーストレスポンダーとして「千葉市沿岸の安心・安全」を守るために！！～  
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